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動詞　：［ます］形　　＋　 つつ
　　　　　　　　　　　　 つつも
	♯　解説　♭


　「～つつ」には動詞の［ます］形と結びついて、例文１、２のように「～けれども、同時に～／～のに、同時に～」に相当する逆説をあらわすときと、例文３～５のように同時進行動作を表すことがあります。「～つつ」がどちらを表しているかは、文脈から理解するしかありませんが、「～つつも」の形は常に逆説です。これらの「～つつ」は「～ながら」を使って表せる表現で、口語ではほとんど「～ながら」が使われます。
　注意してほしいのは、「～ながら」と違って「～つつ」は、動詞の「ます形」としか結びつかず、名詞や形容詞と結びつく用法がないことです。→例題1)
　　悪いと知りながら（・つつ）、つい・・・
　　若いながら（×つつ）しっかりしている。
　　女ながら（×つつ）男より力がある。

	§　例文　§


１．悪いと知りつつ、つい落とし物の財布を自分のポケットにしまい込んだ。
２．親というものは、厳しく子どもをしかりつつも、心の中では愛しくてたまらないものなのです。
３．今は将来の再起を期しつつ、この逆境に耐えるしかない。
４．妻は航海の無事を祈りつつ、夫の船出を見送った。
５．お二人の末永いお幸せを念じつつ、これで筆を置きます。

